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研究成果の概要（和文）：　本研究は現代ロシアにおいて形成された企業システムと企業を取り巻く社会環境を研究対
象とし、制度設計的な企業システム像とは異なる市場移行の初期条件や旧社会体制から引き継いだ企業システムとの連
続性（歴史経路依存性）を重視することによって、独自の企業行動・構造、企業統治システムの実態把握を試みた研究
である。そして、ロシア企業の社会的責任、企業と社会に関する研究を障害者雇用を通じて分析した。

研究成果の概要（英文）：　This study is intended as an investigation of the Corporate Governance in 
modern Russian enterprise. The essence of this study can be easily summarized in a few words:①the 
changes of stock ownership structure,②the decision making between outsider(the shareholde) and 
insider(employer,employee),③the appointment system of manager and the reward system for labour,④the 
relationship informal rule and corporate institution,⑥the corporate finance and corporate governance.The 
core of all this study is that how business institutional system was built in Russia.This means that how 
Russian enterprise adupt vigorous support of institutional financial institution.
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１． 研究開始当初の背景 

申請者は、2000 年 11 月～2001 年 8月（外

務省・日露青年交流センター「小渕フェロー

シップ」による派遣）、2003 年 3月、2006 年

3月～4月、12 月、2007 年 2月と 12 月、2008

年 3月と 8月、2009 年 11 月、2010 年 11 月、

2011年3月の11期間、合計20ヶ月に渡って、

ヨーロッパ・ロシア地域において、ロシア側

のカウンターパートナーの協力を得ながら、

①新興財閥、②金融産業グループ、③小企業

（スモールビジネス）に関する定点観測（予

備調査を含む企業実地調査）を実施してきた。

その経験と成果を踏まえ、本研究課題（2012

～2014 年度）では、従来からの研究インフラ、

人的ネットワークをフルに活用しながら、市

場移行過程における企業組織、企業行動、経

営行動の実証分析のために、①所有―支配構

造、②意思決定構造、③経営陣の内部構造、

④資本コストの管理構造、⑤人事・技術水準

などの観点から現地企業の実地調査を展開

し、現代ロシア企業の総合的、構造的把握を

目指してきた。 

ロシア企業の実証分析のうえに、移行企業

の比較経営/企業論的分析という新しい経営

学研究領域を切り開くことを本研究課題で

は最終目標とした。 

また、申請者はロシアの市場経済移行研究、

中小企業の現地調査、新興財閥形成をめぐる

研究書（ヤコブ・パッペ著『オリガルヒ』ロ

シア語）の翻訳出版を含めて、ロシアにおけ

る企業構造・行動にかんする実証研究を積み

重ねてきた。本研究はその成果に依拠し、そ

の延長線上で構想されたものである。 

 
２． 研究の目的 

本研究の全体構想は、市場経済移行期のロ

シアにおいて形成された企業システムを研

究対象とし、設計主義的な企業システム像と

は異なる市場移行の初期条件や旧社会体制

から引き継いだ企業システムとの連続性（経

路依存性）を重視することによって、独自の

企業行動･構造、企業統治システムの実態把

握を試みることである。 

本研究は、近年ようやく国際的な潮流

を受けて、ロシアで登場してきた企業の

社会的責任（ＣＳＲ）の現状と課題を実

地調査に基づき分析し、現代ロシアにお

いて社会的課題をビジネスによって解決

しようとするソーシャル・イノベーショ

ンの創出プロセスを実証的に解明するこ

とを最大の目的としている。 

これまで申請者は、経済主体である企

業の市場にたいする適合度の検証を通じ

て、この 25 年間の市場移行期間を経て形

成された経済システムをコーポレート・

ガバナンスの制度的特徴と企業管理シス

テムの観点から研究してきた。ロシア企

業におけるコーポレート・ガバナンスと

企業の社会的責任（ＣＳＲ）の関係の研

究に取り組むなかで、社会的課題の解決

に対してビジネスの手法を用いて新しい

社会的価値の創出と普及に取り組むロシ

アのソーシャル・アントレプレナー（ソ

ーシャル・イノベーションの遂行者）の

存在と動向に強い関心と興味を持つよう

になった。市場レベルにおけるビジネス

活動を通じて、多様な社会的課題の解決

を目指すロシアのＣＳＲとソーシャル・

イノベーションの実態を解明することが

本研究の狙いである。 
 
３． 研究の方法 

本構造および市場の諸制度の国際

比較研究であり、詳細かつ膨大な一次

資料分析だけでなく現地調査を必要

としている。現地調査には聞き取りや

アンケートだけでなく、専門研究者と

の研究交流も含まれる。現地調査では

株式所有構造など企業の意思決定に

かかわる研究は、新興市場国ロシアに

おける企業の行動・領域だけでなく、

コーポレート・ガバナンスを明らかに



するために経営者の選抜、動機づけ、

報酬および外部者 (銀行など )のモニ

タリング機能、企業と取引にかかわる

インフォーマルおよびフォーマル・ル

ールのあり方に注目する。 

 
４．研究成果 

 市場移行諸国におけるコーポレート・ガ

バナンスの「本来あるべき像」を一元的に追

求しても、それが徒労に終わることになるこ

とは従来の多くの先行研究が明らかにして

き た （ 例 え ば 、 Masahiko 

Aoki(2010),Corporations in Evolving 

Diversity,Oxford University Press）。つま

り、各国の異なる文化、規範、価値観によっ

て、「あるべき像」の理想が異なるからであ

る。本研究課題は、このような現在の研究の

到達点にたったうえで、下記のような新しい

知見を加えていきたいと考えている。 

本研究課題にかんしては移行当初に民営

化政策について多くの研究があったが、経済

安定化の時期に入った現時点でコーポレー

ト・ガバナンスおよび経営管理システムを総

合的に研究したもの、さらに市場移行諸国間

でコーポレート・ガバナンスシステムを国際

比較したものはない。 

本研究は民営化と構造政策によって再編

された企業内での意思決定構造とその仕組

みを実証研究することにより、市場経済シス

テムの制度・取引慣習上のルールを明らかに

しようというもので、市場形成の経済政策や

マクロ経済実態から経済システムを明らか

にしようとしたこれまでの研究成果に比し

て独創的である。コーポレート・ガバナンス

システムの比較および多様性が重視される

比較制度分析にとっても、既存の経済システ

ムモデルとは異なる市場･企業像を提供する

ことが予想され、市場経済の諸制度・ルール

について新たなモデルを提起する意義は大

きいと考える。 
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